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伊勢平野の東海層群火山灰層序

吉　川　周　作＊

TephrostratigraOhy　ofthe　Tokai　Group　on　Ise　Plain，central　Japan

Shusaku　Yoshikawa＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The　Phocene－Pleistocene　Tokai　Group　is　distributed　around　Ise　Bay，and　is　composed　oflacustrine　and　fluvial　deposits

such　as　gravels，sands　and　muds，along　with　m＆ny　intercalated　volcanic　ash　layers．The　volcanic　ash　layers　of　the　Tokai

Group　in　the　Ise　Plain　have　been　investigated　stratigraphically，with　the　following　results：　1）On　the　basis　of　their

stratigraphic　positions　and　properties　of　volcanic　ash　layers，the　Tokai，Kobiwako　and　Osaka　Groups　are　correlated　with

each・ther・2）TheAk・gi，Otaniike，N・m皿a，Iwam・d，Minamitani－1，Nagasawa，K・yashir・，Band・一1，K紐egawaand

Tara　volcanic　ash　layers　are　important　key　beds　for　interbasinal　co皿elation．

Key　words：volcanic　ash，stratigaraphy，Pliocene－Pleistocene，Tokai　Group，Ise　Plain

は　じ　め　に

　鮮新世から前期更新世に伊勢湾周辺に存在した東海湖（竹

原ほか，1961）に堆積した地層は東海層群と呼ばれ（石田・横

山，1969），伊勢湾周辺各地の丘陵地に露出する．東海層群

は，全層厚2000mに達する河成・湖成の堆積物で，半固結

の泥層・砂層・砂礫層からなり，近畿地方の琵琶湖周辺に発

達する古琵琶湖層群や大阪湾周辺に分布する大阪層群ととも

に，第二瀬戸内累層群を代表する地層である．

　東海層群中には多くの火山灰層が挟まれ，これらの火山灰

層は地域ごとの東海層群層序の確立，地域間の対比，そして

大阪・古琵琶湖層群との対比，さらには広域対比に重要な役

割を果たしてきた．

　東海層群の火山灰層の研究は，石田・横山（1996），

Yokoyama（1969）によって最初に行われ，岩相・重鉱物組成

やガラスの屈折率の特徴から，各地に分布する東海層群火山

灰層の対比，また，大阪・古琵琶湖層群の火山灰層との対比

が若干の火山灰層について行われた．その後，森（1971a，b），

糸魚川（1971），小牧団研グループ（1971），牧野内（1975），

宮村ほか（1976，1981），和田（1982），竹村（1983，1984），

吉田（1984，1987，1988，1989），吉田・尾崎（1986），吉田ほ

か（1991），中山（1987），古澤（1988），原山ほか（1989）な

どの研究によって，各地の東海層群の岩相・火山灰層序が確

立されるとともに，地域間の火山灰層対比も行われるように

なった．

　しかし，これらの研究は一部の限られた火山灰層の特徴記

載（おもに岩相・重鉱物組成）の類似性にもとづくものであっ

たことから，より精度の高い地域問の対比，さらに堆積盆地

間の広域対比を行うために，対比の基礎資料として東海層群

火山灰層の特徴（岩相・岩石記載的性質）を系統的に明らか

にする必要があった．東海層群火山灰層の系統的記載は，伊

勢湾西岸員弁地域の東海層群最上部～中部（吉川ほか，

1988），亀山地域の東海層群中部～下部（吉川・吉田，1989），

伊勢湾東岸の東海層群下部～最下部（中山・古澤，1989），

伊勢湾西岸の四日市地域の東海層群中部（吉川ほか，1991）

について行われた．

　このような火山灰層の系統的研究の結果，各地域間の東海

層群の対比が進み，東海層群の岩相・生・古地磁気など層序

学的研究が進展した（吉田，1990など）．また，各堆積盆地

に分布する東海層群相当層（大阪層群，古琵琶湖層群，魚沼

層群，上総層群など）との広域対比も飛躍的に進展した（吉

川1まカ・，　1991など）．

　本論文では，火山灰層が典型的に見られる伊勢湾西岸の伊

勢平野に発達する東海層群の層序，とくに火山灰層序の概要

を述べ，主要な広域火山灰層の対比と年代について議論を行
う．

東海層群の層序概要

＊大阪市立大学大学院理学研究科生物地球系専攻

〒558－8585大阪市住吉区杉本3－3－138

Department　ofGeosciences，Osaka　City　University，558－8585，Japan

　伊勢平野の東海層群の層序学的研究は，横山（1971），宮

村ほか（1976，1981），和田（1982），竹村（1984），原山ほか

（1989），吉田（1984，1987，1988，1990），吉田ほか（1991）

などによって，各地域ごとに行われている．以下，これらを

基本にして岩相・生・古地磁気層序及び放射年代について述

べる．
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第1図　伊勢湾周辺の地質概略図および調査位置図（吉川ほ
　か，1991）

A：沖積層，B：段丘構成層，C：東海層群，D：基盤岩類

　伊勢湾西岸，伊勢平野に発達する東海層群は，一般に分布

地域の南部ほど下位の地層が露出する．東海層群下部層は伊

勢南部の亀山・津地域に，中部層は伊勢南部から北部に，上

部層は伊勢北部の員弁地域周辺に分布する．東海層群下部～

中部層の分布する亀山周辺地域では，本層群は積算層厚1200

m以上で，岩相の違いによって，下位より礫層が卓越する

層厚150～280mの西行谷礫層（模式地は安芸群芸濃町楠原

南の西行谷），粘土・砂・礫層からなる厚さ180～200mの

楠原累層（模式地は芸濃町楠原），粘土優勢の粘土・シルト・

砂互層からなる層厚500～700mの亀山累層（模式地は亀山

市付近），砂・粘土・礫層からなる層厚約80mの桜村累層

（模式地は四日市市坊主の西）に区分される．鍵層となる火

山灰層は少なくとも22層挟まれている．伊勢中部の四日市

地域には，東海層群中部層が分布する．下位より，厚さ約70

mの粘土・シルト．砂層の互層からなる八王子累層（模式地

は四日市市八王子町），厚さ100m前後の砂優勢の砂・粘土・

シルト層の互層からなる泊累層（模式地は四日市市泊山）に

区分される．5層の火山灰層を挟む．伊勢北部地域の員弁地

域周辺に分布する東海層群中部～上部層は，全層厚約1200

mで，礫・砂・シルト・粘土からなり，亜炭層や火山灰層

を挟んでいる．岩相の違いによって，下位より，礫層からな

る層厚50mの美鹿累層（模式地は桑名群多度町美鹿），亜炭

層を挟む砂泥互層からなる層厚100mの古野累層（模式地は

多度町古野），主に礫層と泥層からなる厚さ200～350mの

市之原累層（模式地は員弁町市之原），砂泥互層からなる厚

さ350mの大泉累層（模式地は員弁町笠田新田），礫層から

なる厚さ300mの米野累層（模式地は藤原町米野の相場川）

に区分される．なお，大泉累層は上石津町周辺では多良累層

（模式地は上多良南西の須城谷）と呼ばれる．鍵層となる火

山灰層は30層以上挟有されている．

　東海層群からは植物化石（松井，1943；三木，1948；赤嶺

ほか，1951；嘉籐，1957；安田，1958；角田ほか，1958；

島倉，1964；那須，1972；吉田，1987；此松・多度団体研

究グループ，1995；塚腰，2001）や長鼻類化石（松井，1943；

角田ほか，1958；竹村ほか，1978；角田，1982；樽野・吉

田，1987）が産出する．植物化石については，東海層群下部

から中部にかけてはメタセコイア植物群繁栄期に属する

八妙ssα，　Ps8配‘101αrまx　丸α81n卿r∫，　S89配。∫α　s67nlρεrvir召ns，

Gl』〉P∫os∫roわ麗s　ρ8ns’1’s，　〃8∫αs89配。∫α　4∫s∫’chα，　Picαz　んor’わα∫，

1配8・1αns〃389αc∫nθでα，L’9配∫4αη1わαr／b〃nosαnα，Cμnn’nghα〃1iαsP．

などが産出する．この内，Gl〉p∫os∫ro加s、ρεns〃’s，〃8∫αs8卯。∫α

4is∫∫chα，L’9μ∫4伽伽rゆ㎜os侃αなどは東海層群上部からも産

出している．なお，第四紀型の要素であるP∫C8α〃3αX加owiczi∫

は米野皿火山灰層直下や嘉例川火山灰層直上，〃8nyαn∫h8s

∫rの1磁αは嘉例川火山灰層直上から産出する．長鼻類化石の

S∫68040nsh∫ns加8ns’sは亀山累層下部から，S∫88040n側roro8

は大泉・多良累層から産出する．

　古地磁気層序に関してはTakemuraandTorii（1978），中山・

吉川（1990）の研究がある．これらによると東海層群はギル

バート，ガウス，マツヤマクロンにかけての地層である．ギ

ルバート・ガウス境界，ガウス・マツヤマ境界は，後述する

ように，それぞれ大谷池と阿漕火山灰層の間，南谷2火山灰

層の直上に存在する．なお，ハラミロサブクロンは，多良火

山灰層層準にあり（吉川ほか，1988；吉田ほか，1990），オ

ルドバイサブクロンは，嘉例川火山灰層の直下の層準に推定

されている（吉川ほか，1988）．

　フィッショントラック年代の測定結果によると，亀山累層

最下部の阿漕火山灰層が4．．6±0．2Ma（吉田，1987），同累層

下部の大谷池火山灰層が3．6±0．3Ma（吉田，2000），同累層

中部の長明寺H火山灰層が3．3±0．5Ma（吉田，2000），寺川

火山灰層（吉田，1987）が3．7±0．3Ma，同累層上部の御幣川

火山灰層が2．5±0．2Ma（吉田，2000），八王子累層中の川島

H火山灰層が2．7±0．2Ma（吉田，1987），古野累層中の市之

原火山灰層が2．9±0．3，2．8±0．3Ma（横山ほか，1980），2．96

±0．16Ma（吉田，1999），板東1火山灰層が2．5±0．2Ma（吉

田，1999），大泉累層中の嘉例川火山灰層が1．79±0．17Ma（吉

田，1999），六石火山灰層がL4±0．2Ma（横山ほか，1980），

多良累層中のスシロ谷火山灰層が1．2±0．1Ma（吉田，1999），

堂木谷1火山灰層が1．0±0．3Ma（吉田ほか，1991），多度町

力尾累層中の養老火山灰層（上石津町の多良火山灰層に対比）

が0．98±0．19Ma（吉田ほか，1990）である．

火山灰層序および対比

　伊勢平野には東海層群下部～中部層が亀山地域，中部層が

四日市地域，中部～上部層が員弁地域に分布する．亀山地域

の東海層群には22層以上の火山灰層が挟まれていて，鍵層

となる火山灰層は，下位より，楠原累層又は亀山累層中の垂

水・阿漕火山灰層，亀山累層中の大谷池・野村L1・野村L

2・野村・原田川・原田川一U・岩森・長明寺H・森・柴崎・

寺川・鈴峰・御幣川火山灰層，桜村累層中の長沢・小社火山

灰層である（宮村ほか，1981；和田，1982；吉田，1987；吉
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川・吉田，1989）．四日市地域の東海層群には少なくとも7

層の火山灰層が挟まれる．主な火山灰層は，狭間・鹿化川・

川島1・川島H・泊ヶ丘火山灰層である（吉田，1984）．員

弁地域の東海層群には30層以上の火山灰層が挟まれている．

そのうち主要なものは，古野累層中の美鹿1・美鹿H・美鹿

皿・東谷・市之原，市之原累層中の南谷1・南谷2・二之瀬・

大辻新田・板東1，大泉累層中の板東2・其原・嘉例川・六

石などの火山灰層（竹村，1983，1984；吉川ほか，1988），

多良累層中のHy・スシロ谷・スシロ谷一u・上多良・堂木

谷1，多良一L・多良などの火山灰層（宮村ほか，1976；吉

田，1988）である．各火山灰層の岩石記載的性質を第1表に

示す．

　第2図に示すように亀山・四日市・員弁地域問の火山灰対

比（吉川ほか，1988；吉川・吉田，1989；吉川ほか，1991

など）に基づくと，伊勢平野の東海層群の主要な火山灰層は，

下位より順に，阿漕，大谷池，野村・美鹿皿，岩森・市之原，

南谷1・長明寺H，南谷2，長沢，小社，板東1・川島H，嘉

例川，多良火山灰層である．これらの火山灰層について，岩

相・岩石記載的性質などの特徴と対比・年代について詳しく

述べる．

　阿漕火山灰層：模式地は三重県津市野田の泉ヶ丘団地南約

250mの採十場（森，1971b）で，津市付近では亀山累層最

下部，亀山市付近では楠原累層に挟まれる（吉田，1987）．

以下，模式地において記載する．

　［岩相］全層厚470cmのガラス質火山灰で，下位より順に，

5cmは明灰色，中～細粒，軽石（径1cm前後）を含む火山

灰，60cmは灰～明灰色，極細粒火山灰，30cmは黄灰色，中～

細粒火山灰，10cmは明灰色，極細粒火山灰，10cmは黄白

色，細～中粒火山灰，50cmは明灰色，極細粒火山灰，200cm

は白～明灰色，中粒火山灰，5cmは明灰色，細～中粒火山

灰，80cmは白色，中粒火山灰，25cmは黄白～明灰色，中～

細粒火山灰からなる．

　［岩石記載的性質］ガラス主体で，極微～微量の斜長石，極

微量の石英を伴う．ガラスは主に無色透明の扁平型で特徴的

なY字形の突起を持つガラスを多く含む，n＝L496－1．500

（L497－L498）である．極微量含まれる重鉱物は不透明鉱物・

ジルコン，少量の破片状の斜方輝石・角閃石と黒雲母からな

る．

　［対比］阿漕火山灰層は，伊勢湾東岸，知多半島の太田・大

谷火山灰層，瀬戸層群の上野・東郷火山灰層や中津川の中津

川火山灰層に対比でき，中山・吉川（1995）はこれらを一括

して太田テフラ層と呼んでいる．この火山灰層はさらに富山

県氷見層群のPM火山灰層や新潟県浜忠層の善久院パミス質

テフラ層にも対比される広域火山灰層である（富田・黒川，

1995）．なお，古琵琶湖層群上野累層の喰代H火山灰層（吉

川・壇原，1996）は阿漕火山灰層の岩相・岩石記載的性質と

特徴が酷似し（第2表），両層の層序的位置関係やFT年代（喰

代H火山灰が4．3±0．2Ma）が類似することから，対比可能

と思われる．阿漕火山灰層およびその相当層は古地磁気層序

ではキルバートクロン後期に挟まれ，4．2Ma頃のFT年代を

示す．

　大谷池火山灰層：模式地は津市大里高野尾町大谷池の東

（吉田，1987），亀山累層下部に挟まれ，阿漕火山灰層の約160

m上位にあり，宮村ほか（1981）の上白木火山灰層に相当す

る．模式地において記載する．

　［岩相］層厚35cm，黄白～明白色，中～極細粒のガラス質

火山灰層である．岩相の違いによって3分できる．下部14cm

は黄白～明白色，中粒の火山灰で黒雲母を含む．中部18cm

は明白色，細粒の火山灰，上部3cmは明白色，極細粒の火

山灰で平行葉理が発達する．

　［岩石記載的性質］主にガラスからなり，微量の斜長石・重

鉱物，極微量の石英を含む．ガラスは無色透明～白色の中間～

多孔質型，n＝L501－1．503（1502）が多い．重鉱物は黒雲母・

角閃石・斜方輝石と極微量のジルコン・燐灰石・不透明鉱物

からなる．角閃石は半自形～破片状，褐色，斜方輝石は半自

形～破片状のものが多い．

　［対比］大谷池火山灰層は，知多半島の岡田火山灰層（牧野

内，1975）と岩相・岩石記載的性質が類似する（第2表）こ

とから対比可能と判断できる．両層は正帯磁を示し，ガウス

クロン前期の3．5Ma頃の年代と推定できる．

　野村・美鹿皿火山灰層：模式地は亀山市野村町日東電工野

村社宅北側の崖（宮村ほか，1981）．大谷池火山灰層の約130

m上位の亀山累層下部に挟まれ，和田（1982）の下ノ庄火山

灰層に相当する．員弁地域では美鹿皿火山灰層と呼ばれてい

る．模式地において記載する．

　［岩相］層厚70cm，黄白～黄褐色，中～極細粒の火山灰で

ある．岩相の違いによって4分できる．下部15cmは黄褐色，

極細粒火山灰，中部35cmは黄白色，極細粒の火山灰，上部

10cmは黄白色，中粒の火山灰，最上部10cmは黄白色，細～

極細粒の火山灰である．

　［岩石記載的性質］ガラスと極微量の斜長石・重鉱物から

なる．ガラスは主に白色，中間～多孔質型，n＝1．499－1．501

（1．500－1．501）である．重鉱物は角閃石，黒雲母，少量の不

透明鉱物，ジルコン，斜方輝石からなる．角閃石は破片状，

緑褐～褐色のものが多い．

　［対比］野村火山灰層は，員弁地域の美鹿皿火山灰層や知

多半島の天神池火山灰層と岩相・岩石記載的性質が類似する

（第2表）ことから対比可能である．これらの火山灰はいず

れも逆帯磁している．中山・吉川（1990）の古地磁気層序な

どに従うとかウスクロン中のマンモスサブクロンに対比でき

る可能性があり，3．3Ma頃の年代が推定される．

　岩森・市之原火山灰層：模式地は三重県亀山市大森町岩森

南約900mの農道横の崖（吉川・吉田，1989）で，阿漕火山

灰層の約490m上位の亀山累層中部に挟まれる．員弁地域

では市之原火山灰層と呼ばれる．以下，模式地において記載

する．

　［岩相］層厚20cmのやや結晶質火山灰である．下部3cm

は灰色，細粒火山灰，上部17cmは黄灰色，粗粒火山灰で，

ゴマシオ状を呈し，黒雲母の結晶を多く含む．

　［岩石記載的性質］ガラス・斜長石，少量の石英・重鉱物

からなる．ガラスは主に無色透明，扁平型，n＝1．494－1．497

である．重鉱物は黒雲母主体で，少量の不透明鉱物・斜方輝
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士
・ 川　周　作

第1表　伊勢平野の東海層群火山灰の岩石記載的性質
　　表中の記号の説明は第2表に同じ．

（吉川ほか，1988；吉川ほか，1991）

Volcanicash　Sample　Nlneralcomposition
　　　　　　　　　　　　　　　No．　G1．臼．Qz．Hm．（％）

　　　　　Glass

Shape　　　　i　ndex （mode）

Heavymineralcomposltion
Bi．Am。OP．Cp．Zr．Ap．Oq．（％）
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H
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L500－L504（1．502－1．504）

1．502－1．504

1．503－1．506

1．497－1．501（1．498－1．500）

1．502－L507（1．504－1．506〉

1．497－1．500

1．497－1．500（1．498）

1．497－1．500（1．498－1．499）

1．498－1．501（1．499－1．500）

1．498－1．500（1．499）

1．498－1．500（1．499）

1．494－1．497

1．496軸1．501（1．496－1．498）

L500－1．503（1．502－1．503）

L499－1．501（1．500｝1．501）

1，498－1．501

1，50H．503（1，50H．503）

1．50H．503（1．502）

1．497－1．500（1．499）

1．496－1．499（1．498）

L497－1．499（1．498－1．499）

1．499－1．501

1．499－1．502（1．500－1．501）

1．50H．507（1．502－1．505）

1．496－1．500（1．畦98－1．499）

1．499－1．501（1．500）

1．499－1．501（1．500）

1．500－1．501
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1．505－1．508（1．506〉
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　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　対比した各火山灰の岩石記載的性質
Gl：ガラス，Fl：長石，Qz：石英，Hm：重鉱物，H二扁平型，C：中間型，T：多孔質型，Bi：黒雲母，Am：角閃石，Op：斜
方輝石，Cp：単斜輝石，Zr：ジルコン，Ap：燐灰石，Oq：不透明鉱物，＋＋：多い，＋：少ない，＊：1％以下

Volcanicash　Sample　MineralComposition

　　　　　　　No．　GL　FL　Qz．Hm．（％）Shape

Glass

Index（mode）

　Heavy　mineral　composition

Bi．Am、Op．Cn．Zr．Ap．Oq．（％）

Akogi
Akogi
Ohtani

Ohtani

Ohtani

Hojiro”

02U
O2L
l　IUP

lIU
lIL

OY4

99
97

99

100

99

98

1
1
2
1
0
1
1
（
∠

＊
＊
＊
＊
＊
＊

0
1
0
0
0
0

　
C
H
．
　
H

H
H
H

1497－1．500（1499）

1496－1499（1498）

1．497－1．498

1497－1499（1498）

1497－1499（1498）

1．498－1．499

十　　十十　十十　　　　　十十　　　　　十十

8　14　20　　0　27　　0　31

96　　　1　　0　　0　　2　　0　　　1

96　　1　　1　　0　　　1　　0　　2

63　　19　　8　　＊　　　5　　0　　5

65　　13　　5　　1　　　1　　0　　15

Otani＿ike

Okada

03
18

（
∠
1
1

1
《
∠

4
〔
1

（
∠
O

Q
／
Q
ノ T

T
C
C

1．5014503（1．502）

1．501－1．504（1．502－1．503）

44　36　20　　0　　＊　　＊　　＊

67　20　　9　　0　　3　　0　　　1

Nomura　　　O7
Biroku　l”　　　03

Tenjin－ike　　　22

97　　1　0　　1

95　3　0　2
97　2　＊　＊ T

T
T

C
C
C

1499－1．501（1．500－1．501）

1499－1．501（1．500）

L499－1．501（L500－1．501） 4
5
4

0
0
0

つ
」
1
1

0
0
0

《
∠
（
∠
5

　
　
2

4
5
4

7
8
4

”
1
7
6

1
■
　
《
∠

石・緑褐色の破片～半自形状の角閃石・ジルコン，極微量の

燐灰石・単斜輝石を伴う．

　［対比］前述したように，員弁地域の市之原火山灰層や古

琵琶湖層群の馬杉火山灰層に対比される（吉川ほか，1988）．

これらの火山灰層はガウスクロン後期に挟まれ，2．8～2．9Ma

のFT年代を示す．

　南谷1・長明寺n火山灰層：模式地は三重県桑名郡多度町

古野南谷の川岸の崖（竹村，1984）で，市之原火山灰層の約

40m上位の市之原累層最下部に挟有される．亀山地域では

長明寺H火山灰層と呼ばれる．以下，模式地において記載す

る．

　［岩相］層厚100cmの火山灰で，下位より，10cmは青緑

色の細～極細粒火山灰，25cmは黄灰～明灰色，中粒火山灰，

65cmは青緑色，細～中粒火山灰からなる．

　［岩石記載的性質］本火山灰はガラスと少量の斜長石，微

量の重鉱物・石英（高温型石英を含む）からなる．ガラスは，

無色透明の厚手の扁平～中間型，n＝L497－1．500（L499－

1．500）が多い．重鉱物は半自形の斜方輝石・角閃石と微量の

不透明鉱物・単斜輝石・黒雲母・燐灰石からなる．角閃石は

半自形～破片状，緑～緑褐色のものが多い．

　［対比］南谷1・長明寺H火山灰層は古琵琶湖層群の相模1

火山灰層，大阪層群の土生滝1火山灰層（吉川・吉田，1989），

さらに静岡県掛川層群の有ケ谷1火山灰層（里口ほか，

1996），富山県氷見層群のMT2火山灰層や新潟県西山層の

荒谷ガラス質火山灰層2（富田・黒川，1995）に対比される

広域火山灰層である．古地磁気層序に従うと，これらの火山

灰層はガウスクロン後期に挟まれ，約2．7Maの年代を示す

と考えられている（富田・黒川，1995）．

　南谷2火山灰層：模式地は三重県桑名郡多度町古野南谷

の南西の崖（竹村，1984）で，南谷1火山灰層の約40m上

位の市之原累層下部に挟有される．以下，模式地において記

載する．

　［岩相］層厚90cm，黄緑～暗灰色，中～細粒のガラス質火

山灰で，2分できる．下部20cmは黄緑～暗灰色で中粒，上

部70cmは暗灰色，細粒で平行葉理が発達する火山灰である．

　［岩石記載的性質］本火山灰はガラスと微量の斜長石・重

鉱物からなる．ガラスは，無色透明，厚手の扁平型，n＝L497

－L500が多い．重鉱物は不透明鉱物・黒雲母と少量の破片

状の緑～緑褐色角閃石からなる．

　［対比］南谷2火山灰層は，富山県氷見層群のUN火山灰

層と新潟県西山層の二田城ガラス質火山灰層に対比されてい

る（富田・黒川，1995）．本火山灰はガウスクロン最末期の2．6

Ma頃に降下したと考えられる．

　長沢火山灰層：模式地は鈴鹿市長沢の御幣川左岸の崖（宮

村ほか，1981）で，小社火山灰の約30m下位の桜村累層最

下部に挟まれる．模式地において記載する．

　［岩相］層厚20cm，淡桃～黄白色，中～細粒のガラス質火

山灰で，岩相の違いによって，2分できる．下部1cmは淡

桃色～黄白色，中～細粒の火山灰，上部19cmは淡桃色，細

粒の火山灰からなる．

　［岩石記載的性質］ガラス主体で，少量の斜長石，極微量

の石英・重鉱物を伴う．ガラスは主に白色～透明，多孔質～

中間型，nニ1503－1．506である．重鉱物は角閃石と少量の斜

方輝石・黒雲母・不透明鉱物，微量の燐灰石からなる．

　［対比］長沢火山灰層は古琵琶湖層群の駒月火山灰層に対

比される（吉川ほか，1991）．本火山灰はマツヤマクロン前

期のオルドバイサブクロン下位に挟まれることから，2．5Ma

頃の年代を示すと考えられる．

　小社火山灰層：模式地は鈴鹿市小社町御幣川右岸の崖（宮

村ほか，1981）で，御幣川火山灰層の約80m上位の桜村累

層下部に挟まれる．模式地において記載する．

　［岩相］層厚175cmのガラス質火山灰で，下位より順に，5

cmは黄灰色，中～細粒火山灰，10cmは黄白色，細～極細

粒火山灰，160cmは黄白～白色，極細粒で径0．4cm以下の
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軽石を含む火山灰からなる．

　［岩石記載的性質］ガラス主体で，微量の斜長石，極微量

の石英・重鉱物を伴う．ガラスは主に無色透明，扁平～中間

型，n＝1．502－1．504である．重鉱物は不透明鉱物と少量のジ

ルコン・破片状の緑褐色角閃石，微量の黒雲母・斜方輝石か

らなる．軽石はガラス（n＝1．500－1．504；1．503）主体で，微量

の斜長石を伴う．重鉱物は不透明鉱物・ジルコンと微量の斜

方輝石・角閃石・黒雲母からなる．

　［対比］小社火山灰層は，古琵琶湖層群の虫生野火山灰層

や静岡県掛川層群の白岩火山灰層に対比される（吉川ほか，

1991；里口ほか，1996）．本火山灰は古地磁気層序で，マツ

ヤマクロン前期のオルドバイサブクロン下位に挟まれること

から，2．4Ma頃の年代を示すと考えられる．

　坂東1・川島皿火山灰層：模式地は員弁町坂東新田の北約

0．4㎞の崖（竹村，1984）で，南谷1火山灰層の約160m上

位の市之原累層上部に挟有される．模式地の西0．5kmの道

路沿いに露出する本火山灰層について記載する．四日市地域

では川島H火山灰層と呼ばれる．

　［岩相］層厚420cmのガラス質火山灰である．下位より順

に，2cmは灰白～白色の細粒火山灰，12cmは黄白色の中～

粗粒火山灰，10cmは明灰色の極細粒火山灰，30cmは明灰

色の中粒で径1cm前後の軽石を含む火山灰，35cmは明灰

色の極細～細粒火山灰，130cmは明灰色，細～中粒，径0．5

cm前後の軽石を含む火山灰，16cmは黄灰色の極細～細粒

火山灰，80cmは明灰～黄灰色，中～細粒火山灰，13cmは

明灰～白色の細～中粒で径1cm前後の軽石を含む火山灰，16

cmは明灰色の中粒火山灰，16cmは黄白色の細粒火山灰，70

cmは明灰色の中～粗粒火山灰からなる．

　［岩石記載的性質］本火山灰はガラス主体で，微量の斜長

石を伴う．ガラスは主に無色透明，厚手の扁平型，n＝1．498

－1．501（1．500）である．極微量含有される重鉱物は黒雲母・

ジルコン・不透明鉱物と少量の破片状の緑褐色角閃石・斜方

輝石からなる．軽石はn＝L499－1501（1．500－L501）のガラ

ス主体で，極微量含まれる重鉱物は不透明鉱物と少量のジル

コン，微量の角閃石，極微量の黒雲母・斜方輝石からなる．

　［対比］板東1火山灰層は，四日市地域の川島H火山灰層

（吉田，1990）や静岡県掛川層群の西平尾火山灰層に対比さ

れる（里口ほか，1996）．本火山灰はマツヤマクロン前期の

オルドバイサブクロン下位に挟まれ，小社火山灰との層序的

関係から，2．3Ma頃の年代を示すと考えられる．

　嘉例川火山灰層：模式地は，三重県員弁郡北勢町西貝野の

下平へぬける道路沿いの崖（森，1971b；竹村，1984）で，坂

東2火山灰層の約100m上位の大泉累層中から多良累層下

部に挟有される．模式地において記載する．

　［岩相］層厚745cmのガラス質火山灰で，岩相の違いに

よって7分できる．最下部3cmは黄白～明灰色の中～粗粒

火山灰，下部19cmは黄白色，中粒，平行葉理の発達する火

山灰で径0．4cm前後の軽石，火山豆石を含む．中部26cm

は赤紫色（あずき色）の中～粗粒火山灰で，この下部5cmは

重鉱物を多く含む．上部17cmは明灰～淡桃色，細～中粒，

平行葉理の発達する火山灰，最上部500cmは黄白～明灰色，

中～粗粒，径3cm前後の軽石を多く含有し斜交葉理の発達

する火山灰で，この上位にさらに，30cmの黄白色，細～極

細粒，平行葉理の発達する火山灰，150cmの明灰色，中～

粗粒，斜交葉理の発達する火山灰が存在する．本火山灰層の

岩相上の特徴は，下半部の垂直的な岩相変化，特に中部に赤

紫色の部分を挟む点にある．

　［岩石記載的性質］本火山灰は一般にガラス主体で，微～

少量の斜長石，極微～微量の重鉱物を伴う．ガラスは主に無

色透明，厚手の扁平～中間型，nニ1．498－1．502（1．501－1．502）

である．重鉱物は不透明鉱物・緑褐色角閃石・斜方輝石と微

量のジルコン・黒雲母・単斜輝石からなる．最上部に含有さ

れる軽石はガラス（n＝1．499－1．501；1．501）主体で，微量の斜

長石を伴う．極微量含まれる重鉱物は不透明鉱物・斜方輝石

主体で少量の緑褐色角閃石，微量の黒雲母・ジルコン・単斜

輝石を伴う．

　［対比］嘉例川火山灰層は，第三紀・第四紀境界を示す最

重要広域火山灰層である．本火山灰層は古琵琶湖層群の蒲生

堂・五軒茶屋火山灰層，大阪層群の福田火山灰層，新潟県魚

沼層群の辻又川火山灰層，千葉県上総層群のKd38火山灰層

（吉川ほか，1988；吉川ほか，1994；富田・黒川，1997；吉

川ほか，1996），さらに恵比須峠火砕流などに対比される．恵

比須峠一福田テフラ（長橋ほか，2000）と一括されるこれら

の火山灰層は，メタセコイア植物群繁栄期・消滅期境界層準，

古地磁気層序ではオルドバイサブクロン直上に挟まれ，1．75

Maの年代を示す（吉川ほか，1996）．

　多良火山灰層：模式地は上石津町谷畑の約0．5km北の崖

（吉田，1988）で，多良累層最上部に挟有される．模式地に

おいて記載する．

　［岩相］層厚80cmのガラス質火山灰で，下位より順に，7

cmは淡桃白～白色，中～細粒火山灰，8cmは淡桃白～白色，

中～粗粒火山灰，10cmは白～淡桃白色，中粒火山灰，20cm

は淡桃白～白色，粗～中粒火山灰，20cmは淡桃白～白色，

粗～中粒火山灰，25cmは淡桃白～白色，粗～細粒火山灰か

らなる．

　［岩石記載的性質］本火山灰は主にガラスと微量の斜長石・

重鉱物からなり，まれに石英を含む．ガラスは無色透明，厚

手の扁平～中間型，n＝L499－1．501（1．500）である．重鉱物

は主に角閃石・斜方輝石・不透明鉱物からなり，少～微量の

単斜輝石を伴う．この他，まれにジルコン・黒雲母・燐灰石

を含む．角閃石は半自形の緑褐色，斜方輝石は半自形～破片

状のものが多い．

　［対比］多良火山灰層は古琵琶湖層群の池の内H火山灰層

（古琵琶湖団体研究グループ，1992），大阪層群のピンク火山

灰層（吉川ほか，1988），新潟県魚沼層群の小木火山灰層（富

田・黒川，1995），千葉県上総層群の07火山灰層（Kikkawa

eta1．，1993）に対比され，九州の獅子牟田カルデラが噴出源

とされている（壇原ほか，1992）．本火山灰層は，古地磁気

層序ではハラミロサブクロン，酸素同位体比層序ではステー

ジ31～29間に挟まれ，0．99Maの年代を示す（吉川・三田村，

1999）．
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ま と め

　伊勢平野の東海層群火山灰層序を整理し，阿漕，大谷池，

野村・美鹿皿，岩森・市之原，南谷1・長明寺H，南谷2，長

沢，小社，板東1・川島H，嘉例川，多良火山灰の11層の

主要な火山灰層について，それぞれの岩相・岩石記載的性質

などの特徴，火山灰対比と年代について検討した．

お　わ　り　に

　本論文で述べた伊勢平野の東海層群火山灰層の研究中に，

中山勝博氏と共同で，東海層群の古地磁気層序（中山・吉川，

1990；Nakayamaetal．，1995），太田テフラ層（Nakaymaeta1．，

1994；中山・吉川，1995；NakayamaandYoshikawa，1997）な

どの研究を行った．いずれも記憶に残る研究で，野外におい

て地質現象を正確に解読することの楽しさや大切さなど多く

の事を学ばせていただいた．島根大学故中山勝博助教授のご

冥福を心から祈る．
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